
【第２回 市立芦屋病院新中期経営計画策定委員会】 各委員よりいただいたご意見・ご質問および回答

 意見・要望・質問等 

坂本委員長 

【意見】 

・新中期経営計画には取り組むべき全ての領域について策定されており，喫緊の重要課題についても数値目標を掲げ策定され

ています。 

・地域医療構想は，当初急性期病床の削減を目標に計画されましたが，今般の新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い，見直

しが必要と考えられています。公立の地域中核病院としての立ち位置の確認が行われています。 

・救急，がん，生活習慣病，高齢化対策への取り組みも計画されています。令和 4年度の診療報酬改定では『医師の働き方改

革』と『外来医療の強化』に焦点が当てられていますので，注視する点と考えられます。 

・人間ドック，健診業務は国民のヘルスリテラシーの変化により一層ニーズが高まっています。予防医学については旧倍の注

力をしていただくと収支の改善に寄与するとともに，市民の健康寿命の延伸につながると思います。 

・経営指標に関しては，数値目標を必達としてあらゆる努力をお願いしたいと思います。特に経常収支の黒字化は十分達成可

能と思われます。 

田中委員 

【意見】 

・インターネットが生活に必須となった今，情報漏洩した場合には爆発的に拡散する恐れがある。患者情報などセンシティブ

な情報を日々の業務に活用している現場であり，特にネットワークの構成やセキュリティ，電子データの取り扱いには十分留

意されたい。併せて，情報セキュリティに関する研修など職員の啓発にも努めていただきたい。 

遠藤委員 

【意見】 

・P.7「（2）経営効率化への取組」ですが，医療サービスの質

の更なる向上と効率性の両方の視点が加味されていますの

で，「（2）効果的かつ効率的な病院運営への取組」へタイトル

を変更してはいかがでしょうか？ 

【回答】 

・P.7「（2）経営効率化への取組」を「（2）効果的かつ効率的

な病院運営への取組」へ修正します。 


